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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■HP 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

■時 
6
月
　
日
牙
、　
日
峨
、　
日
画
、

16

21

24

　
日
峨
、
7
月
5
日
峨
・
原
則
午
後

281
時
～
5
時
（
全
5
回
）。

■内 
歴
史
散
策
、
太
極
拳
、
水
墨
画
な

ど
を
体
験
し
、
活
動
施
設
な
ど
の
見

学
を
行
い
ま
す
。

■対 
定
年
間
近
、
ま
た
は
定
年
に
な
っ

た
人
、
こ
れ
か
ら
地
域
活
動
を
始
め

る
人
や
公
民
館
を
利
用
さ
れ
る
人
。

■定 
　
人
。

20
■費 
保
険
代
、
材
料
費
な
ど
の
実
費
。

■申 
5
月
　
日
臥
ま
で
に
、
電
話
ま
た

14

は
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
。

初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
講
座

「
パ
ソ
コ
ン
に

　
　
　
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
！
」

　
パ
ソ
コ
ン
に
触
っ
た
こ
と
の
な
い

人
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の

講
座
で
す
。

※
初
め
て
受
講
す
る
人
を
優
先
。

■時 
6
月
1
日
我
～
　
日
我
の
毎
週
水

29

曜
日
・
午
前
9
時
　
分
～
　
時
　
分

30

12

30

（
全
5
回
）。

■場 
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
（
中
央
南
）。

■対 
全
回
参
加
で
き
る
市
内
在
住
・
在

勤
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
。

■定 
　
人
。

20
■費 
3
0
0
円
。

■申 
5
月
6
日
画
～
　
日
臥
・
午
前
9

14

時
～
午
後
5
時
に
、
あ
て
先
に
自
分

文
化
ホ
ー
ル
貸
館
予
約
受
け
付
け
再
開

　
架
文
化
ホ
ー
ル
（
緯
碓42 
8
8
1
1
）。

（５）平成２３年（２０１１）５月１日号

　
3
月
　
日
に
発
生
し
た
地
震
の
影

11

響
に
よ
り
ホ
ー
ル
の
予
約
受
け
付
け

を
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
来
年
度

以
降
の
予
約
受
け
付
け
を
再
開
し
ま

す
（
た
だ
し
、
本
年
度
末
ま
で
の
新

規
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
）。

胸
受
付
対
象
期
間
…
平
成
　
年
4
月

24

1
日
～
6
月
末
日
。

胸
受
付
日
…
6
月
1
日
我
。

※
ホ
ー
ル
集
中
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。
午
前
9
時
～
　
時
の
間
に
文
化

10

ホ
ー
ル
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
に
置
い
て

あ
り
ま
す
受
付
番
号
札
を
お
持
ち
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。　
時
に
な
り
ま

10

し
た
ら
受
付
番
号
札
を
お
持
ち
の
人

を
対
象
に
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

※
6
月
2
日
牙
以
降
は
通
常
通
り
の

予
約
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

季
節
の
料
理
講
座

　
夏
野
菜
な
ど
を
使
っ
た
低
カ
ロ

リ
ー
で
健
康
な
料
理
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

■時 
6
月
　
日
我
・
午
前
　
時
～
午
後

29

10

1
時
。

■対 
成
人
。

■定 
　
人
。

24
■費 
7
0
0
円
。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
。

■申 
5
月
6
日
画
・
午
前
9
時
か
ら
電

話
ま
た
は
窓
口
で
。

■問 
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
。

地
域
デ
ビ
ュ
ー
の
お
た
め
し
講
座

　「
定
年
を
期
に
、
地
域
で
サ
ー
ク

ル
な
ど
の
活
動
を
し
た
い
」「
い
ろ

ん
な
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
た
い
」

と
考
え
て
い
る
み
な
さ
ん
の
た
め
に
、

仲
間
づ
く
り
や
地
域
活
動
参
加
の

き
っ
か
け
づ
く
り
を
応
援
す
る
講
座

で
す
。

の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入

し
た
は
が
き
（
裏
面
は
白
紙
）
を
窓

口
ま
で
持
参
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
）。

■問 
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
。

ふ
れ
ぶ
ん
｢
気
功
！
｣

　
気
功
で
体
を
動
か
し
心
身
と
も
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
6
月
1
日
我
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■対 
お
お
む
ね
　
歳
以
上
の
人
。

55

■定 
　
人
。

15
■費 
無
料
。

■他 
運
動
し
や
す
い
服
装
で
。
上
履
き

（
シ
ュ
ー
ズ
）、
水
分
補
給
の
飲
み
物
。

■申 
5
月
　
日
峨
・
午
後
1
時
か
ら
、

10

電
話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着

順
）。

■問 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
。

印
旛
公
民
館
教
室

「
親
子
で
あ
そ
ぼ
う
」

　
幼
児
に
と
っ
て
、
遊
び
は
重
要
な

学
習
で
す
。
親
子
で
の
リ
ズ
ム
遊
び

や
工
作
な
ど
を
通
し
て
、
心
と
体
を

は
ぐ
く
み
ま
し
ょ
う
。

■時 
6
月
～
　
月
の
指
定
す
る
水
曜

12

日
・
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
　
時
　

10

11

30

分
（
全
8
回
）。

■対 
▼
平
成
　
年
4
月
2
日
～
平
成
　

19

20

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児
と
保
護

者
（
ぞ
う
組
）
▼
平
成
　
年
4
月
2

20

日
～
平
成
　
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

21

幼
児
と
保
護
者
（
う
さ
ぎ
組
）。
以

上
に
該
当
し
、
年
間
を
通
し
て
参
加

が
可
能
な
人
。

■費 
材
料
費
・
保
険
料
の
自
己
負
担
あ

り
。

■申 
5
月
　
日
画
・
午
後
5
時
（
必

13

着
）
ま
で
に
、
①
対
象
と
な
る
組
②

対
象
児
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③
生
年

月
日
④
性
別
⑤
保
護
者
名
（
主
に
参

加
す
る
人
）
⑥
住
所
⑦
電
話
番
号
⑧

同
伴
予
定
の
兄
・
姉
・
弟
・
妹
の
有

無
⑨
同
伴
予
定
有
の
場
合
は
そ
の
名

前
を
往
復
は
が
き
に
記
入
し
、
左
記

ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
（
応
募
多
数

の
場
合
は
5
月
　
日
臥
・
午
後
1
時

14

　
分
か
ら
公
開
抽
選
・
参
加
自
由
）。

30※
抽
選
結
果
は
、
返
信
用
の
は
が
き

で
申
込
者
全
員
に
通
知
。

※
は
が
き
1
枚
で
、
1
組
の
み
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
印
旛
公
民
館
（
〒
2
7
0
―
1
6

1
4
印
西
市
瀬
戸
1
5
1
8
）。

い
き
い
き
倶
楽
部
カ
ル
チ
ャ
ー
編

春
コ
ー
ス

■内 
5
月
　
日
牙
・
開
講
式
お
よ
び
健

26

康
講
座
、
6
月
　
日
画
・
校
外
学
習
、

10

7
月
7
日
牙
・
教
養
講
座
。

■対 
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
の
人
。

60

■定 
　
人
。

20

■費 
教
材
費
・
保
険
料
な
ど
自
己
負
担
。

■申 
5
月
6
日
画
・
午
前
　
時
か
ら
電

10

話
ま
た
は
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
高
花
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

新
市
を
知
ろ
う
（
郷
土
史
講
座
）

『
水
辺
の
文
学
フ
ィ
ー
ル
ド
を

遊
歩
す
る
』
草
深
地
区
の
巻

　
そ
う
ふ
け
地
区
の
文
学
作
品
を
通

し
て
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
を
再
見

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
講
師
・
佐
藤
純

夫
氏
（
水
辺
の
文
学
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
館
）。

■時 
5
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
正
午
。

31

10

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
。

■対 
　
歳
以
上
の
人
。

20
■定 
　
人
。

20
■申 
5
月
6
日
画
・
午
前
9
時
か
ら
電

話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着

順
）。

■問 
そ
う
ふ
け
図
書
館
（
緯
碓45 
2
5
6

6
）。

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
鳥
見
神
社
の
獅
子
舞
」

　
千
葉
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
平
岡
鳥
見
神
社
の
獅

子
舞
は
、
ジ
ジ
（
親
獅
子
）、
セ
ナ

（
若
獅
子
）、
カ
カ
（
雌
獅
子
）
の
三

匹
獅
子
舞
で
、
悪
魔
払
い
と
豊
作
を

祈
願
し
て
奉
納
さ
れ
ま
す
。

■時 
5
月
3
日
華
・
午
後
1
時
～
。

■場 
平
岡
鳥
見
神
社
。

■問 
生
涯
学
習
課
文
化
班
（
緯
内
線
5

4
4
）。

自
然
探
検
隊

　
里
山
自
然
と
生
き
物
調
べ
シ
リ
ー

ズ
パ
ー
ト
1
「
里
山
を
流
れ
る
川

（
浦
部
川
周
辺
）
で
魚
や
水
生
昆
虫

を
探
そ
う
！
」

■時 
5
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

28

30

　
時
　
分
。

11

30

■対 
原
則
、
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
（
未

就
学
児
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）。

■定 
　
人
前
後
。

30
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
）。

■他 
筆
記
用
具
、
水
筒
、
長
靴
ほ
か
。

■申 
5
月
　
日
俄
（
当
日
消
印
有
効
）

16

ま
で
に
、
は
が
き
、
F
A
X
ま
た
は

E
メ
ー
ル
に
①
住
所
②
参
加
者
全
員

の
氏
名
③
年
齢
④
職
業
（
学
年
）
⑤

連
絡
先
電
話
番
号
を
記
入
し
、
左
記

ま
で
（
集
合
場
所
な
ど
は
後
日
連
絡

し
ま
す
）。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
3
6
4
・
胃
碓42 

5
3
3
9
・
■メール k

an
k
y
o
u
k
a@
m

l.city
.in
zai.ch

ib
a.jp

）。

里
山
散
策
会

「
心
の
ふ
る
里
を
訪
ね
て
」

　
北
総
線
の
北
側
に
広
が
る
里
山
を

歩
き
野
鳥
や
野
草
、
昆
虫
を
探
し
ま

す
。
午
後
は
光
堂
（
国
重
要
文
化

財
）
と
木
造
延
命
地
蔵
菩
薩
坐
像

（
県
指
定
文
化
財
）
を
蔵
す
る
泉
倉

寺
を
訪
れ
ま
す
。

■時 
5
月
　
日
峨
・
午
前
9
時
　
分
～

17

30

午
後
3
時
　
分
（
雨
天
中
止
）。
噛

30

集
合
場
所
…
北
総
線
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
中
央
駅
。

■対 
こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で

も
。

■定 
　
人
（
要
申
し
込
み
）。

30
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
・
資
料
代
）。

■他 
飲
み
物
、
弁
当
。
あ
れ
ば
、
双
眼

鏡
・
ル
ー
ペ
。

■申 
電
話
で
左
記
へ
。

■問 
印
西
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
・

阿
部
（
緯
／
胃
碓47 
1
4
5
5
）。

中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー

緯
碓４６ 
５
１
１
１

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め

　
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
文
化
館

緯
碓４５ 
３
８
０
０

印
旛
公
民
館緯碓98 

0
4
2
7

高
花
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
・

緯
碓４７ 
２
１
１
２
）

■時 5月28日臥・午後1時～（開場0
時30分）。
■場 イオンホール（イオンモール千葉
ニュータウン3階）。
■内 能村登四郎の俳句と人生を通して、
俳句の魅力について語ります。初心者
大歓迎。

噛講師…能村研三氏（俳誌「沖」主宰、
朝日新聞千葉県版俳句欄選者）。
■費 無料。
■問 鳥塚（碓47 7224）。

印西市合併記念
俳句講演会

講
座
・
催
し

　
市
で
は
関
東
甲
信
越
静
1
都
　
県
10

で
一
斉
に
行
わ
れ
る
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運

動
」
に
昭
和
　
年
か
ら
参
加
。
毎
年

57

市
民
の
み
な
さ
ん
に
地
域
環
境
の
美

化
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
5
月
　
日
蚊
に
、
市
内

29

全
域
で
一
斉
に
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
」

を
展
開
し
ま
す
。
散
乱
ご
み
の
な
い

き
れ
い
な
街
を
作
る
た
め
、
ク
リ
ー

ン
印
西
推
進
運
動
と
合
せ
て
、
な
お

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
散
乱
ご
み
は
み
ん
な
の
意
識

で
減
ら
せ
ま
す
】

　
住
ま
い
の
周
辺
の
道
端
で
、
空
き

缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
タ
バ
コ
の
吸

い
殻
な
ど
が
散
乱
し
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
道
を
歩
い

て
い
て
捨
て
ら
れ
た
り
、
車
の
窓
か

ら
捨
て
ら
れ
た
り
し
た
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
散
乱
ご
み
を
減
ら
す
た
め
、

一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
の
ご
み
は
自

分
の
手
で
」
と
い
う
意
識
を
常
に
も

ち
、
決
め
ら
れ
た
場
所
以
外
に
ご
み

を
捨
て
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
不
法
投
棄
対
策

班
（
緯
内
線
3
8
6
）。

そ
の
ほ
か

 み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
　
美
し
い
ふ
る
さ
と
　
い
ん
ざ
い

5
月
　
日
蚊
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
に
ご
協
力
を
 

29


